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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月8日(2018.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技が可能な遊技機であって、
　識別情報を所定方向へと可変表示する可変表示手段と、
　所定の予告演出を実行可能な予告演出実行手段と、
を備え、
　前記所定の予告演出は、前記可変表示の開始時に前記識別情報の表示態様を視認不可ま
たは視認困難とするように実行され、
　前記識別情報は、前記所定の予告演出が実行される際に、該所定の予告演出の実行期間
の経過後に前記所定方向への可変表示の開始が可能であり、
　前記所定の予告演出は、有利状態となる期待度を示唆する演出であって前記識別情報の
一部分または全体を隠す態様で実行される演出であることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
（手段Ａ）上記目的を達成するため、本発明の遊技機は、識別情報（例えば、飾り図柄な
ど）を所定方向へと可変表示する可変表示手段（例えば、画像表示装置５など）と、所定
の予告演出（例えば、全画面予告演出など）を実行可能な予告演出実行手段（例えば、ス
テップＳ３２２Ａ、Ｓ３４４Ａの処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、を備
え、前記所定の予告演出は、前記可変表示の開始時に前記識別情報の表示態様を視認不可
または視認困難とするように実行され（例えば、ステップＳ３２２Ａ、Ｓ３４４Ａの処理
を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０により、図２７（Ｂ２）、図２９（Ｂ２）または図３
１（Ｂ２）に示すような飾り図柄が視認不可になるブラックアウト演出など）、前記識別
情報は、前記所定の予告演出が実行される際に、該所定の予告演出の実行期間の経過後に
前記所定方向への可変表示の開始が可能であり、（例えば、ステップＳ３２２Ａの処理を
実行する演出制御用ＣＰＵ１２０により、図２７（Ｂ２）、図２９（Ｂ２）または図３１
（Ｂ２）に示すブラックアウト演出の実行期間の経過後に図２７（Ｄ２）、（Ｅ２）、図
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２９（Ｄ）、（Ｅ）または図３１（Ｄ２）に示すように飾り図柄の順方向への変動が開始
されるなど）前記所定の予告演出は、有利状態となる期待度を示唆する演出であって前記
識別情報の一部分または全体を隠す態様で実行される演出である（例えば、全画面予告演
出は、図２１（Ｂ）に示すようにハズレの場合よりも大当りの場合の方が表示されやすく
、飾り図柄の全体を隠す態様の演出（図２７（Ｂ２）参照）であるなど）、ようにしても
よい。このような構成によれば、識別情報の動き出しがわかりにくくなってしまうことと
識別情報の動き出しがわかりにくくなってしまうことを防止でき遊技の興趣を向上できる
。
（１）上記目的を達成するため、本発明の他の遊技機は、遊技が可能な遊技機（例えば、
パチンコ遊技機１など）であって、識別情報（例えば、飾り図柄など）を所定方向へと可
変表示する可変表示手段（例えば、画像表示装置５など）と、所定の予告演出（例えば、
全画面予告演出など）を実行可能な予告演出実行手段（例えば、ステップＳ３２２Ａ、Ｓ
３４４Ａの処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、を備え、前記所定の予告演
出は、前記可変表示の開始時に前記識別情報の表示態様を視認不可または視認困難とする
ように実行され（例えば、ステップＳ３２２Ａ、Ｓ３４４Ａの処理を実行する演出制御用
ＣＰＵ１２０により、図２７（Ｂ２）、図２９（Ｂ２）または図３１（Ｂ２）に示すよう
な飾り図柄が視認不可になるブラックアウト演出など）、前記識別情報は、前記所定の予
告演出が実行される際に、該所定の予告演出の実行期間の経過後に前記所定方向への可変
表示の開始が可能である（例えば、ステップＳ３２２Ａの処理を実行する演出制御用ＣＰ
Ｕ１２０により、図２７（Ｂ２）、図２９（Ｂ２）または図３１（Ｂ２）に示すブラック
アウト演出の実行期間の経過後に図２７（Ｄ２）、（Ｅ２）、図２９（Ｄ）、（Ｅ）また
は図３１（Ｄ２）に示すように飾り図柄の順方向への変動が開始されるなど）。このよう
な構成によれば、識別情報の動き出しがわかりにくくなってしまうことを防止でき、遊技
の興趣を向上できる。
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